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■ 百貨店事業

※神戸阪急、高槻阪急は本年実績のみ。

○ 全店の概況 ※既存店ベースの売上高が20ヶ月連続で前年実績を上回る。

・ 若干、回復傾向にあるものの、消費増税前の駆け込み需要の反動と消費ﾏｲﾝﾄﾞの低下が想定以上に長引いており、
特に月前半は、この時期にしては気温の高い（20℃前後）日が続き、ｺｰﾄなどの冬物ﾌｧｯｼｮﾝが苦戦。

・ 高額品は、海外ﾌﾞﾗﾝﾄﾞのｼﾞｭｴﾘｰ・ｳｫｯﾁが苦戦。

・ ｲﾝﾊﾞｳﾝドは、化粧品を中心に消耗品が苦戦。ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞにおける売上ｼｪｱが8割を超える中国人売上は、元安の影響
もあり、前年を若干上回るに留まり、その結果、全体でもほぼ前年並みの結果。

・ 阪急うめだ本店は、大規模なﾌｧｯｼｮﾝｲﾍﾞﾝﾄ等で集客するも、高い気温の影響もあり冬物ﾌｧｯｼｮﾝが苦戦。

・ 阪神梅田本店は、食品は堅調も、増税による節約志向もあり、高い年齢層を中心にﾌｧｯｼｮﾝが苦戦。

・ 支店も食料品は堅調も、ﾌｧｯｼｮﾝが不調。既存店12店舗中9店舗が前年割れ。

・ 10月にｵｰﾌﾟﾝした「神戸阪急」「高槻阪急」は改装した食品やｲﾍﾞﾝﾄｽﾍﾟｰｽが牽引し、想定どおりに売上が推移。

○ 阪急本店の概況

・ 阪急うめだ本店は大規模なﾌｧｯｼｮﾝｲﾍﾞﾝﾄ「FNO｣の開催等により、中盤以降は回復傾向にあるものの、冬物ﾌｧｯｼｮﾝ
の動きが例年に比べ鈍い。

・ 6階から8階に売場を移設した大きいｻｲｽﾞの婦人服「ﾌﾟﾘｭｽ｣は、雑誌とのﾀｲｱｯﾌﾟｲﾍﾞﾝﾄやSNSなどの情報発信等に
より、広域からの集客が高まり、新客の買い回りも見られた。

・ ﾌｰﾄﾞは、「ﾀﾙﾃｨﾝ｣「ｻﾞ･ﾃｲﾗｰ｣の2つのﾆｭｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞが連日完売で盛況の洋菓子が牽引し、堅調に推移。

・ ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞは、為替（元安）と、韓国人観光客の減少の影響により、化粧品など消耗品が低調も、一般品が好調に
推移し、全体では若干前年を上回る。

・ 高額品は消費増税の影響により、買上数量が減少し苦戦。

※過去1年間の売上高推移

※神戸・高槻阪急を除く

■ 食品事業
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★数値は速報値のため、確報値とは誤差が生じることがあります。


